
貸 借 対 照 表
（平成21年３月31日）

（法人全体） （単位：円）

資産の部

Ò 流動資産

現金及び預金 5¶962¶898

金銭等の信託 97¶046¶508¶618¶204

前払費用 81¶166

未収金 161¶265¶451

その他の流動資産 19¶524¶500
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流動資産合計 97¶046¶695¶452¶219
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年金積立金管理運用独立行政法人平成20事業年度財務諸表に関する公告

独立行政法人通則法（平成11年法律第103号）第38条第４項の規定に基づき、年金積立金管理運用独立行政法人平成20事業年度財務諸表について次のとおり公告します。
平成 21年 10月 16日 東京都千代田区霞が関１丁目４番１号

年金積立金管理運用独立行政法人
理事長 川瀬 隆弘

平成２１年（再イ）第１９７号

大阪府豊中市上新田１丁目22番20`203号

再生債務者 木崎 伸明

１ 主文 本件再生計画を認可する。

２ 理由の要旨 平成21年10月１日までに書面に

よる決議により可決があったものとみなされた

再生計画には、民事再生法に定める不認可の決

定をすべき事由はない。

平成21年10月２日

大阪地方裁判所第６民事部

平成２１年（再イ）第２５０号

大阪府東大阪市西鴻池町１丁目15番８号

再生債務者 山中 幸久

１ 主文 本件再生計画を認可する。

２ 理由の要旨 平成21年10月１日までに書面に

よる決議により可決があったものとみなされた

再生計画には、民事再生法に定める不認可の決

定をすべき事由はない。

平成21年10月２日

大阪地方裁判所第６民事部

平成２１年（再イ）第２６１号

大阪府箕面市稲３丁目11番12号

再生債務者 山口 昇三

１ 主文 本件再生計画を認可する。
２ 理由の要旨 平成21年10月１日までに書面に
よる決議により可決があったものとみなされた
再生計画には、民事再生法に定める不認可の決
定をすべき事由はない。
平成21年10月２日

大阪地方裁判所第６民事部
平成２１年（再イ）第６９号
大阪府岸和田市南上町１丁目24番10号
再生債務者 内薗 一志
１ 主文 本件再生計画を認可する。
２ 理由の要旨 平成21年10月１日までに書面に
よる決議により可決があったものとみなされた
再生計画には、民事再生法に定める不認可の決
定をすべき事由はない。
平成21年10月２日

大阪地方裁判所岸和田支部個人再生係
平成２１年（再イ）第８２号
大阪府泉大津市東雲町４番35`204号
再生債務者 藤井 重昭
１ 主文 本件再生計画を認可する。
２ 理由の要旨 平成21年10月１日までに書面に
よる決議により可決があったものとみなされた
再生計画には、民事再生法に定める不認可の決
定をすべき事由はない。
平成21年10月２日

大阪地方裁判所岸和田支部個人再生係

平成２１年（再イ）第９３号

大阪府和泉市のぞみ野２丁目1257番地の５`

904

再生債務者 福本 雅大

１ 主文 本件再生計画を認可する。

２ 理由の要旨 平成21年10月１日までに書面に

よる決議により可決があったものとみなされた

再生計画には、民事再生法に定める不認可の決

定をすべき事由はない。

平成21年10月２日

大阪地方裁判所岸和田支部個人再生係

平成２１年（再イ）第９８号

大阪府岸和田市池尻町257番地の14

再生債務者 下木場愼一

１ 主文 本件再生計画を認可する。

２ 理由の要旨 平成21年10月１日までに書面に

よる決議により可決があったものとみなされた

再生計画には、民事再生法に定める不認可の決

定をすべき事由はない。

平成21年10月２日

大阪地方裁判所岸和田支部個人再生係

平成２１年（再イ）第１３号

佐賀県鹿島市大字高津原1453番地10

再生債務者 石丸 義昭

１ 主文 本件再生計画を認可する。
２ 理由の要旨 平成21年10月１日までに書面に
よる決議により可決があったものとみなされた
再生計画には、民事再生法に定める不認可の決
定をすべき事由はない。
平成21年10月２日 佐賀地方裁判所武雄支部
平成２１年（再イ）第１２号
熊本市龍田３丁目32番53号
再生債務者 坂部 照幸
１ 主文 本件再生計画を認可する。
２ 理由の要旨 平成21年10月１日までに書面に
よる決議により可決があったものとみなされた
再生計画には、民事再生法に定める不認可の決
定をすべき事由はない。
平成21年10月２日

熊本地方裁判所民事第１部
平成２１年（再イ）第１１号
宮崎市佐土原町下田島11689番地９
再生債務者 狩野 祐司
１ 主文 本件再生計画を認可する。
２ 理由の要旨 平成21年10月１日までに書面に
よる決議により可決があったものとみなされた
再生計画には、民事再生法に定める不認可の決
定をすべき事由はない。
平成21年10月２日

宮崎地方裁判所民事部個人再生係
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